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米国南部の温もり
　私はバーシニア州の首都リッチモンドで育
ったのですが、そこから18歳のときに逃げ出
しました。南北戦争に負けた南部側の首都で
あったリッチモンドは、あまりに保守的でド
メスティックであり、国際感覚や外国語など
の異文化に興味を持った少年には、監獄のよ
うに見えたのです。それで、リッチモンドの
北方にあるワシントンDCの大学に入学し、
そこで「文明開化」をしたのです！
　しかし、変れば変るもので、30代に乗った
今の私は、その保守性によって守られてきて
いるバージニア州の色々な趣が素晴らしく見
えるようになってきました。
　私が住んでいるNorthern Virginiaは、隣
接するワシントンDCの一部あるいはその衛
星都市のようなもので、世界の種々雑多な文
化を抱いた自由な雰囲気があります。一方、
私が育ったリッチモンドは、外から入ってき
た大学生は別にして、アメリカ人の白人と黒
人しかいません。この雰囲気は、Northern 
Virginia以外、バージニア州のどの町でも同
じようなものです。

　私は１月中旬に、アパラチアン山脈の一部
をなすバージニア州のシェナンドアへと小旅
行を企てました。禊を求めて山狭の川道
Goshen Passという秘境に入る旅で、山々に
包まれたFox Hillと云うB&B（ベッド・アン
ド・ブレックファスト）で宿泊しました。
　米国のB&Bには一般に、通常のホテルよ
り素敵な客室があります。私が借りた二階の
部屋は、広くて、大きなベッド、暖炉、化粧
室およびリビングが付いていました。同時に
宿泊する客数が少ないし、静かで落ち着いた
雰囲気です。朝食は、決まった時刻に宿泊し
ている皆で一緒にとります。
　Fox Hillでは、オウナー夫婦が、朝食を作
ってテーブルまで持ってきてくれました。そ
して、テーブルの近くに座りながら宿泊客の
話に乗ってきて話を弾ませます。その横で飼
い犬が寝そべっています。久しぶりに味わう
親しみに富んだアメリカの朝食でした。
　今回の小旅行では、初めて冬のB&Bを試
しました。春・夏に行くと鹿の家族に出会っ
たり、妖精に似たハチドリが儚い飛行線を描
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いてくれたりするのですが、冬には冬の良さ
があります。今回のFox Hillでは、ピリリと
した冬の寒さと、暖炉の温もりが心をリラッ
クスさせてくれました。
　Fox Hillから一番近い町はレキシントンで
す。レキシントンは、南部の伝統をしっかり
と維持しています。町の中心にあるワシント
ン・アンド・リー大学とバージニア州立軍人
養成大学に様々な地方から学生が集まってき
ているにもかかわらず、とても落ち着いた雰
囲気があります。見学に一日もかからないほ
どに小さな町の道をゆっくり歩みながら、昔
からの建物に入った古着屋や古本屋を覗いた
り、町で唯一のコーヒーショップで旨いラッ
テを飲んだりしながら、アメリカ南部の“ノ
ンビリ”を感じることができました。
　もちろん、レキシントンが有名なのはそれ
が理由ではありません。南北戦争時の南軍の
指揮官ロバート・E.・リーと名将軍ストーン
ウォール・ジャクソンが居を構えた歴史があ
るのです。
　ジャクソンは、1851年に州立軍人養成大学
に教師として雇われました。彼は、南北戦争
で、数に勝る北軍の攻勢の前に激しい戦闘が
続く戦場にあって石の壁のように直立不動で
指揮にあたったことから、「ストーンウォール」 
という渾名で呼ばれています。残念ながら、
南北戦争の終結を待たず戦死してしまいます
が、彼の勇敢さは今も語り継がれています。
　リーは、南軍が負けた後にレキシントンに
住むことにしました。ワシントン・アンド・
リー大学（当時はワシントン大学）の学長に
なり、その立場から南部のアメリカ合衆国へ
の再統合を手伝いたいと望んでいたそうで
す。
　これら二人の名を冠した祝日がバージニア
州にあります。１月13日のLee-Jackson Day
です。Lee-Jackson Dayには、人々は、南北
戦争に負けた南軍の軍服を着て、負けた南部
の旗を振ります。昔の私は、そんな人々を見

て、負けた側の旗を振って何が嬉しいのかと
思ったりしていました。しかし、今回は、彼
らの服や旗に同調する気持ちが生まれてきて
いる自分を感じました。
　南北戦争は、人種だけに関する紛争ではな
く、地域のプライドやアイデンティティを賭
けた戦いだったのです。今回の小旅行でレキ
シントンに行ったのは14日だったのですが、
13日から続くお祭りは続いていました。人間
心理を理解するのは、なかなか難しいもので
す。B&Bでのもてなしだけでなく、負けた
南軍の軍服を着た人々、負けた南部の旗を振
る人々からも温もりを感じました。
　今回の小旅行では、B&Bでの穏やかな宿
泊を目指していた私でしたが、ついでに訪れ
た「昔」を守る町にも魅了されて、人の気持
ちの“温もり”についてチョッピリ観方が変
ったように思いました。
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